
食事確認表について

【食材の試し方】

・食材は1さじずつお試し下さい。形態（大きさや硬さなど）は普段の食べているものに合わせてご調節下さい。

・該当食材を食べても症状が出るなどの異常がなければ「〇」をご記入下さい。

【注意事項】

・初めて食べる食材は、必ず1日1品でお願い致します（複数食べてしまうと、アレルギー反応が出た際に原因食材の判断ができません）。

・中期食以降の食材を試す際には、必ずしも単品で試す必要はなく、食べたことのある食材であれば一緒に食べても構いません。
　　例：食べたことのある食材＋食べたことのない食材１つ

・ベビーフードを使用する場合には、初めて食べる食材が2つ以上入っていないかご確認下さい。

・各食材2回お試し下さい。各期の該当食材の全てに「〇」の記入が終わると、その期の食事提供が可能となります。

・登園前の試食はお控え下さい。試食後はご家庭でアレルギー症状の有無にご注意下さい。

・★印の食材は主にアレルギーの出やすい食材です。お試しの際には食後の様子に特にご注意下さい。

【その他】

・完了食以降では、食材確認表に記載されている食材以外の食材（旬の食材など）が提供されます。献立表をご確認の上、食べたことのない
　食材がございましたら、事前にお試し下さい。

・2歳児クラス以上では、サバやさんまなどの青魚を提供する可能性がございますので、ご家庭でお試し下さいますようお願い致します。

保育園での食事提供にあたり、お子様の安全を守るため、給食で提供する食材についてアレルギーの危険性の確認を行うこととなっています。
当園でも、お子様がまだ食べたことのない食材において、事前にご家庭でお試しいただくようお願いしております。
下記の【食材の試し方】と【注意事項】をご確認の上、食事確認表の記入をお願い致します。


